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■ 計画策定のねらい

令和2年（2020年）に実施された国勢調査の結果において、本市の人口は東三河地域で唯一増加しましたが、
それ以降は自然減が社会増を上回り、人口減少の局面に入っています。今後においても人口減少が予測される
中、市民の豊かな暮らしを将来にわたって持続させていくためには、これまでに築かれたまちの豊かさを受け継
ぎながら、市民の地域への愛着と誇りを礎として、多様な主体と行政がこれまで以上に協働・連携してまちづく
りを進めていく必要があります。
そこで、今後のまちづくりの方向性や手段を、市民をはじめとする関係者と行政が共有し、一緒に歩んでい

くための指針となる「第7次豊川市総合計画」を策定します。

■ 計画の構成と期間
総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成します。

■ 基本構想
本市のめざすまちの未来像を定め、これを実現するための施策の基本的方向を明らかにするものです。
目標年度を令和17年度（2035年度）とします。

■ 基本計画
基本構想で定めた施策の基本的方向に基づき、行政分野ごとに目標を定め、その目標を達成するために必
要な手段を明らかにするものです。
期間は、令和8年度（2026年度）から令和17年度（2035年度）までの10年間とし、必要に応じて計画内

容の見直しを行います。

■ 実施計画
基本計画で定めた行政分野ごとの目標を実現するための具体的な事業を明らかにし、予算規模などを含めた
工程を示すものです。
実施計画は、3か年の計画期間で、毎年度見直しを行うローリング方式により策定し、本計画書とは別に公
表します。

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略
まち・ひと・しごと創生法（平成26年法律第136号）に掲げる目的や理念は、本市における総合計画がめざ
す方向性と重なるものであるため、本計画の基本計画を同法第10条に規定する市町村まち・ひと・しごと創
生総合戦略として位置づけ、一体的に施策を推進します。

＝
実施計画

構 成

基本計画

一体化

3年
3年

3年

毎年度見
直しローリ

ング方式

期　間
令和17年度
（2035年度）令和8年度

（2026年度）



輝くとよかわ輝くとよかわ

いのち
「光」は、生命を育み、

うるおいをもたらす川や海と、
平和で豊かな未来へ向かう、

限りない希望を
表しています。

恵まれた自然と歴史、
これまでに築かれた豊かさと住みよさを大切にしながら、

市民が希望に向かって暮らし続ける
「輝くとよかわ」をめざします。

「緑」は、恵みをもたらす
山や田園と、豊かで美しい、
住みよいふるさとを
表しています。

本市のまちづくりにおいてめざすまちの未来像を、次のとおり掲げます。

光光
緑緑

人人
「人」は、先人に築かれた深い歴史と、
心豊かでやさしさに満ちた市民の姿を

表しています。

光・緑・人　輝くとよかわ
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■ まちの未来像
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■ まちづくりの基本方針

まちの未来像を実現するため、少子高齢化の進行や人口減少への的確な対応として、行政分野を横断してあ
らゆる施策の基礎となる基本方針を設定し、まちづくりを総合的に進めます。

1 人口動態の改善に向けた取組を進めます基本方針

市民の暮らしやすさを支える生活基盤や行政サービスを維持していくためには、人口減少の進行を抑制
し、自治体としての人口規模を保つための取組が重要です。
多くの人に住み続けたい、住んでみたいと思われるような定住・移住促進の取組（人口の社会増）に加え、

子どもを生み育てやすい環境づくりによる出生数の増加（人口の自然増）など、人口動態の改善に向けた取
組を進めることで、すべての市民が安心して暮らし続けられるようなまちづくりに取り組みます。

2 シティプロモーションを進めます基本方針

多くの人に住んでもらい、訪れてもらうためには、まちの魅力を伝えたり、まちの魅力そのものを発見し、
高めたりするような取組が重要です。
魅力ある地域資源のみならず、あらゆる行政分野の施策に関する魅力発信や、市との接点を持ち続けて

もらう関係人口の創出、本市のブランドとなる地域資源の発掘、磨き上げなどについて、市民とともにオー
ル豊川で取り組むシティプロモーションを進めることで、市内外の人に本市への愛着を感じてもらえるよう
取り組みます。

3 多様な主体との協働・連携を進めます基本方針

いっそう多様化する市民ニーズや社会課題に対応するためには、行政だけではない多様な主体の発想や
経験、活力を生かせるような関係づくりが重要です。
市民や町内会、市民活動団体などと手を取り合ったり、企業や大学などの協力を得たりする協働・連携

を進めることで、力強さと創造性に富んだまちづくりに取り組みます。

4 持続可能なまちづくりを進めます基本方針

人口減少が進む中でも、市民が安全・安心に暮らせる持続可能なまちづくりを進めるためには、激しく
変化する社会動向をとらえた新しい事業の立案や既存事業の見直しなどによる、バランスのとれた取組が
重要です。
温室効果ガスの排出削減と経済成長の両立をめざすグリーントランスフォーメーション（GX）の推進や、

心身だけでなく社会的にも満たされた状態であるウェルビーイング（地域幸福度）を踏まえた暮らしやすさ
の向上などにより、持続可能な地域づくりに取り組みます。また、行政運営に経営的な視点を加えた行政
経営改革や、行政経営において施設とその環境を総合的に企画・管理・活用するファシリティマネジメント
（FM）、情報通信技術（ICT）により市民生活をよりよい方向に変化させるデジタル・トランスフォーメーショ
ン（DX）の推進により、行政運営の効率化と行政サービスの安定化に取り組みます。
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■ まちづくりの目標と施策の骨組み

まちづくりの基本方針を踏まえ、まちの未来像の実現をめざす総合的なまちづくりを展開するため、7つの目
標と政策分野を設定するとともに、施策の骨組みを明らかにすることで、各政策分野の諸施策を体系的・総合
的に推進します。　

政策4 【建設・整備】

●❶ 健康づくりの推進 ❷ 地域医療体制の充実
●❸ 高齢者福祉の推進 ●❹ 障害者福祉の推進
●❺ 地域福祉の推進

政策3 【健康・福祉】

●❶ 子育て支援の充実 ●❷ 青少年健全育成の推進
●❸ 若者支援の推進

政策2 【子ども・若者】

政策１【安全・安心】

政策5 【教育・文化】

政策6 【産業・雇用】

●❶ コミュニティ活動・市民活動の推進 ●❷ 男女共同参画の推進
❸ 人権尊重の推進 ●❹ 多文化共生の推進
●❺ 情報発信と広聴の推進 ●❻ 公共施設の適正配置と長寿命化の推進
●❼ 地域ＤＸの推進 ●❽ 持続可能な行財政運営の推進

政策7 【地域・行政】

●❶ 住環境の整備 ●❷ コンパクトシティの推進
●❸ 道路交通網の充実 ●❹ 緑や憩いの空間の充実

●❶ 学校教育環境の充実 ●❷ 生涯学習の推進
●❸ スポーツの振興 ●❹ 文化芸術の振興

●❶ 交通安全対策の強化 ●❷ 防犯対策の強化
●❸ 防災対策の強化 ●❹ 消防・救急体制の充実
●❺ 環境保全と生活衛生の向上 ●❻ ごみの適正処理の推進
●❼ 生活排水対策の推進 ●❽ 水道水の安定供給

●❶ 農業の振興 ●❷ 工業の振興
●❸ 商業の振興 ❹ 雇用の安定と勤労者支援の充実
●❺ 中心市街地の活性化 ●❻ 観光の振興

目標6 魅力と活力があふれているまち

目標5 あらゆる世代の人が豊かな心を育んでいるまち

目標4 住み心地よい、訪れやすい都市環境が整備されているまち

目標3 誰もが健やかに生き生きと暮らしているまち

目標2 子どもや若者が未来に夢や希望を描いているまち

目標1 安全で快適な生活環境が整っているまち

目標7 地域と行政がしっかりと支えているまち



実績値 推  計  値
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153,264㆟

●実績値は、国勢調査の数値です。

総人口の目標

豊川市の目標人口

豊川市の推計人口

参考：社人研推計値

音羽地区

国府地区

小坂井
　　地区

一宮地区

諏訪地区

豊川地区

中央通
地区

御津地区

八幡地区
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本市における直近の状況を踏まえた独自の推計では、令和5年（2023年）に1.26であった合計特殊出生率が
持続した場合であっても、令和32年（2050年）の総人口は15万3千人程度となる見込みであり、国立社会保障・
人口問題研究所（以下「社人研」とい
います。）の推計からさらに7千人程
度落ち込む見通しとなっています。
基本構想に基づく施策の総合的

な推進により、人口の流入促進と
流出抑制による社会動態の安定化
と、合計特殊出生率の上昇による
自然動態の改善に取り組むことで、
目標年次である令和17年（2035
年）の総人口17万5千人程度を
めざすこととします。これにより、
将来的には、令和32年（2050年）
における総人口16万2千人程度
を維持することをめざします。

■ 総人口の目標

■ めざすまちの構造

本市における土地利用にあたっては、拠点とする主要な鉄道駅周辺に行政機関や公共施設などの都市機能を
コンパクトに「集約」させるとともに、拠点間と他都市とを道路や公共交通などの軸で結んで「連携」させることに
より、将来にわたって持続可能であり、かつ利便性の高いまちの構造をめざします。

まちの構造図
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■ 総合計画とまち・ひと・しごと創生総合戦略の一体的な推進

本計画では、「第2期豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる4つの基本目標を「まちづくりの基本
方針」で受け継ぎ、国や県が定めるまち・ひと・しごと創生総合戦略を踏まえて作成する実施計画において重点
事業を定めて各施策を展開します。
また、施策を展開していくにあたっては、行政分野別計画において各施策に定める重要業績評価指標（KPI）
とともに、本市における地方創生の進捗を総合的に把握するため、以下の6つの総合指標を設定し、それぞれ
に定める目標値の達成に向けて各種施策を効果的・効率的に推進します。

〈総合指標〉

指標 現状値 目標値 指標の説明

市民意識調査
「住みよさ」

92.6％
（令和7年値）

93.1％
（令和17年値）

市民意識調査の「住みよさ」の問いに
ついて、肯定的な回答をした割合です。

市民意識調査
「施策の満足度」

48.7％
（令和7年値）

55.6％
（令和17年値）

市民意識調査の各行政分野に関する
満足の程度の問いについて、肯定的
な回答をした割合の平均です。

合計特殊出生率 1.26
（令和5年値）

1.35
（令和15年値）

15歳から49歳までの女性の年齢別
出生率を合計したものです。

転出・転入者数 423人
（R5年10月～6年9月）

1,000人
（毎年）

10月1日から翌年9月30日までの、
転出・転入による増減数です。

課税対象所得 3,595千円
（令和6年度値）

3,804千円
（令和16年度値）

市民税所得割納税義務者1人あたり
の課税対象所得です。

年間観光入込客数 762.1万人
（令和6年値）

800.0万人
（令和16年値）

1月から12月までに本市の観光施設、
祭などを訪れた人の合計です。
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■ 行政分野別計画

基本構想で定める「まちづくりの目標と施策の骨組み」に基づき、施策ごとの取組などを行政分野別計画とし
て整理し、総合的に進めていきます。

政策

1
まちづくりの目標
「安全で快適な生活環境が整っているまち」安全・安心

将来目標を実現するための主な手段

交通安全教育と意識啓発により、市民一人ひと
りの安全意識を高めます。

交通安全ボランティアの育成・強化により、地
域ぐるみで交通事故を防ぎます。

安全な交通環境の整備により、誰もが安心して
通行できるまちをつくります。

通学路の危険箇所などへの重点対策により、子
どもたちの安全を守ります。

将来目標を実現するための主な手段

地域防犯活動の推進により、安全な地域づくり
を進めます。

防犯意識の啓発により、市民一人ひとりが犯罪
被害を未然に防ぐ力を高めます。

防犯施設の整備により、犯罪の抑止につながる
環境を整えます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「交通安全対策」市民満足度

「歩行者にとっての道路の安全性」
市民満足度

交通事故年間発生件数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「防犯対策」市民満足度

刑法犯認知件数

交通安全対策の強化

防犯対策の強化

施策

1

施策

2

高規格救急自動車

将来
目標 交通事故が減少し、市民が安全に行き来しているまち

将来
目標 犯罪が起きにくく、市民が安心して暮らしているまち

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

防災に関する情報と知識の普及啓発により、日
頃から災害に備えた市民の意識向上を支えます。

地域防災力の向上により、すべての市民が支え
合って災害に対応できる体制を整えます。

災害に強いまちづくりにむけた支援などにより、
火災や倒壊による被害を防ぎ、安全な居住環境
の実現をめざします。

雨水対策施設の整備推進により、水災害による
被害の低減をめざします。

将来目標を実現するための主な手段

消防力の強化により、火災など災害時の対応力
を高めます。

防火意識の啓発により、火災を未然に防ぎます。

救急活動の迅速化により、救命率の向上をめざ
します。

救急活動の啓発により、市民の救命意識と対応
力を高めます。

将来目標を実現するための主な手段

自然環境の保全により、健全な生態系と緑のあ
る暮らしを守ります。

生活衛生環境の保全により、市民が快適に暮ら
せる環境を守ります。

地球温暖化対策の推進により、脱炭素社会の実
現をめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「地震などに対する防災対策」市民満足度

防災アプリ及びとよかわ安心メール登録件数

防災センター見学者数

耐震性のある住宅の割合

密集市街地における道路整備路線数

都市浸水対策達成率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「消防体制」市民満足度

「救急体制」市民満足度

火災の発生件数

救急車の平均到着時間

市民による応急手当の実施率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「地球環境の保全」市民満足度

「生活における衛生環境」市民満足度

市域全体の二酸化炭素排出量

防災対策の強化

消防・救急体制の充実

環境保全と生活衛生の向上

施策

3

施策

4

施策

5

将来
目標 市民と行政が協働して、災害による被害を最小限に抑える備えを行っているまち

将来
目標 消防・救急体制が充実し、市民の生命と暮らしが守られているまち

将来
目標 環境にやさしい活動が推進されるとともに、自然環境や生活環境が
保全され、市民が快適に暮らしているまち

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

4Rの推進により、資源化とごみ減量を進めます。

ごみの適正処理により、持続可能な処理体制を
維持します。

環境学習の推進により、市民一人ひとりのごみ
減量への理解と行動を後押しします。

将来目標を実現するための主な手段

生活排水の適正処理の普及により、排水による
河川への影響を低減し、水環境を守ります。

下水道施設の整備と維持管理により、安定的に
排水処理を行います。

将来目標を実現するための主な手段

水道管、水道施設の整備により、安全な水を安
定的に供給します。

水道管の耐震化により、災害時でも安定した水
を供給できる体制を確保します。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「ごみ処理対策」市民満足度

市民1人1日当たりごみ排出量

市民1人1日当たり家庭ごみ排出量

資源化率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「生活排水対策」市民満足度

市内の主要河川の水質状況：佐奈川（柳橋）

市内の主要河川の水質状況：音羽川（南田橋）

人口普及率

下水道管（陶管）の改築率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「水道水の安全・安定供給」市民満足度

水道管の耐震化率

ごみの適正処理の推進

生活排水対策の推進

水道水の安定供給

施策

6

施策

7

施策

8

将来
目標 ごみの減量と資源化が進み、適正で持続可能なごみ処理が
行われているまち

将来
目標 生活排水が適正に処理され、河川などの水環境が保全されているまち

将来
目標 安全でおいしい水が、安定して供給されているまち

1

2

3

1

2

1

2
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政策

2
まちづくりの目標
「子どもや若者が未来に夢や希望を描いているまち」子ども・若者

将来目標を実現するための主な手段

子育てしやすい環境の整備により、子育てにか
かる不安や悩みを軽減します。

保育サービスの充実により、仕事と子育ての両
立を支えます。

配慮が必要な家庭や子どもへの支援により、子
どもの健やかな成長を後押しします。

妊産婦・乳幼児支援の充実により、妊娠、出産、
乳幼児の子育てを支えます。

小児科・産科医の誘致により、身近な場所で出
産できる地域づくりをめざします。

将来目標を実現するための主な手段

青少年の育成支援により、心豊かで健やかに育
まれる環境を整えます。

青少年健全育成活動への支援により、地域との
つながりを深めます。

将来目標を実現するための主な手段

若者特有の悩みや課題の解決への支援により、
若者が抱く希望の実現を後押しします。

若者の育成支援により、将来の担い手として成
長し、社会で活躍できる力を育みます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「子どもを生み、育てる環境」市民満足度

合計特殊出生率

子育てを前向きにとらえる親の割合

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「青少年の育成・支援」市民満足度

放課後児童健全育成事業（放課後
児童クラブ）の利用者数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「若者への支援」市民満足度

婚姻件数

子育て支援の充実

青少年健全育成の推進

若者支援の推進

施策

1

施策

2

施策

3

将来
目標 子どもを安心して生み育てやすい環境が整っているまち

将来
目標 青少年が地域の中で、様々な体験や世代間交流を通じて
生き生きと成長しているまち

将来
目標 若者が希望を持ち、地域で活躍できる環境が整っているまち

1

2

3

4

5

1

2

1

2
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将来目標を実現するための主な手段

健康診査などの実施により、市民が病気を早期
発見、早期治療する機会を提供します。

健康づくりの意識啓発により、市民の健康管理
意識の向上を後押しします。

感染症予防の推進により、地域における感染症
の拡大を防ぎます。

将来目標を実現するための主な手段

地域医療機関の連携強化により、市民に切れ目
なく医療を提供します。

医療の機能分化により、症状に応じた適切な医
療提供体制を維持します。

在宅医療・介護連携の推進により、住み慣れた
地域で安心して医療や介護サービスを利用でき
る環境を整えます。

市民病院の機能強化により、地域における基幹
的な医療機関としての機能を確保します。

将来目標を実現するための主な手段

介護予防活動の推進により、高齢者の健康維持
を支えます。

自立支援活動の推進により、自分らしく生きる
高齢者の活動を後押しします。

高齢者福祉施策の推進により、高齢者が住み慣
れた地域で安心して生活できる環境を整えます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「健康づくり」市民満足度

定期的な健康診断を受け、健康管理に
努めている市民の割合

健康の維持や増進のための心掛けを
特に何もしていない市民の割合

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「医療環境」市民満足度

電子連絡帳サービスに登録されている
患者・サービス利用者数

市民病院への患者紹介率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「高齢者福祉」市民満足度

要介護・要支援の認定を受けていない
高齢者の割合

60歳以上で生涯学習活動をしている
人の割合

健康づくりの推進

地域医療体制の充実

高齢者福祉の推進

施策

1

施策

2

施策

3

政策

3
まちづくりの目標
「誰もが健やかに生き生きと暮らしているまち」健康・福祉

将来
目標 市民自らが積極的に健康管理を行い、誰もが元気よく、
生き生きと暮らしているまち

将来
目標 地域で完結する医療の提供と医療の質の向上により、市民が
いつでも安心して適切な医療が受けられるまち

将来
目標 高齢者が自立し、生きがいのある生活を送っているまち

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

地域生活支援体制の整備により、障害者が安心
して地域で暮らすことができる環境を整えます。

自立を支える福祉サービスの充実により、住み慣
れた地域における障害者の暮らしをサポートします。

移動・交通対策の推進により、障害者の外出を
支えます。

将来目標を実現するための主な手段

生活困窮者の自立支援により、様々な困難を抱
える市民の課題の解決や自立した生活を支えます。

地域共生の推進により、住民同士がつながり、
支えあいながら暮らせる地域づくりをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「障害者福祉」市民満足度

グループホーム利用者数

障害者相談件数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「経済的な自立支援」市民満足度

生活困窮者からの面接相談件数

障害者福祉の推進

地域福祉の推進

施策

4

施策

5

介護予防教室

将来
目標 障害のある市民が、地域や家庭で必要な支援を受けながら、
自分らしく充実した生活を営んでいるまち

将来
目標 市民が地域の中で、助け合い支えあって暮らしているまち

1

2

3

1

2
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将来目標を実現するための主な手段

土地区画整理事業の推進により、土地を利用増
進し、住みやすさを高めます。

市営住宅の計画的な維持・更新により、安心し
て住み続けられる住まいを確保します。

空家対策の推進により、市街地の利活用や安心
して暮らせる環境づくりを進めます。

景観整備の推進により、秩序ある美しいまちな
みを守ります。

将来目標を実現するための主な手段

拠点周辺への居住促進により、にぎわいのある
利便性の高い市街地を形成します。

主要な鉄道駅周辺の都市環境の整備により、拠
点の安全性と魅力を高めます。

交通利便性の向上により、地域間の移動のしや
すさを高めます。

パークアンドライドの推進により、市民の交通手
段の選択肢を広げます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「住環境の整備（区画整理・住宅対策など）」
市民満足度

市営住宅の耐震構造整備率

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「公共交通機関の利便性」市民満足度

都市機能誘導区域の人口割合

鉄道駅の乗車人員

コミュニティバス及び新規移動手段
利用者数

人口カバー率

住環境の整備

コンパクトシティの推進

施策

1

施策

2

政策

4
まちづくりの目標
「住み心地よい、訪れやすい都市環境が整備されているまち」建設・整備

八幡駅周辺地区

将来
目標 良好な住環境が整備され、快適な住宅市街地が形成されているまち

将来
目標 多くの人が住み、行き来しやすい機能的な市街地が形成されているまち

1

2

3

4

1

2

3

4
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将来目標を実現するための主な手段

道路の整備により、生活に必要な道路の安全性
と利便性を高めます。

幹線道路の整備により、広域的な交通の円滑化
をめざします。

道路等の維持補修により、安全で快適な道路環
境を確保します。

橋りょうの長寿命化対策により、損傷の進行を
抑えます。

将来目標を実現するための主な手段

緑化の推進により、まち全体に緑のうるおいと
やすらぎを広げます。

公園・緑地の維持管理と魅力向上により、誰も
が快適に過ごせる憩いの場をつくります。

河川の環境整備と改修促進により、安全で親し
みやすい水辺空間を育みます。

河川、港湾の維持管理により、水害に強く、安
心して暮らせる環境を守ります。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「道路の整備状況」市民満足度

「道路、橋などの適正な維持管理」
市民満足度

市道の改良率

都市計画道路の整備率

後退用地寄附件数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「緑・自然の豊かさ」市民満足度

「公園の状況」市民満足度

「河川の状況」市民満足度

河川浚渫量

道路交通網の充実

緑や憩いの空間の充実

施策

3

施策

4

将来
目標 道路交通の円滑化が図られ、安心して通行できる道路環境が整備されているまち

将来
目標 公園、緑地、水辺の空間が、人にやさしく、誰からも愛される
緑豊かな憩いの場となっているまち

1

2

3

4

1

2

3

4
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将来目標を実現するための主な手段

学校施設の充実により、安全で快適な学習環境
を整えます。

学校生活の充実により、児童・生徒一人ひとり
の学びと成長を支えます。

教育内容・指導力の向上により、確かな学力と
豊かな心を育みます。

学校・家庭・地域の連携強化により、地域をあ
げて児童・生徒を育む環境をつくります。

安全・安心な給食の提供により、児童・生徒の
健やかな成長を支えます。

将来目標を実現するための主な手段

生涯学習機会の充実により、市民の主体的な学
びを支えます。

学習成果の活用と人材育成により、市民一人ひ
とりが地域で輝くことができるよう支えます。

生涯学習施設の有効活用と管理運営により、快
適な学びの場を確保します。

情報コンテンツの充実により、教養や情報を得
られる環境を整えます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「学校の指導や取り組み」市民満足度

「学校とかかわりを持っていきたい」と
思っている市民の割合

学校生活が楽しく充実していたと
自己評価した児童・生徒の割合

学習に意欲的に取り組んだと自己評価した
児童・生徒の割合

「学校給食」児童・生徒満足度

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「生涯学習の取り組み」市民満足度

生涯学習活動を行っている市民の割合

市民1人あたりの図書等貸出冊数

電子書籍の利用回数

プラネタリウムの入場者数

学校教育環境の充実

生涯学習の推進

施策

1

施策

2

政策

5
まちづくりの目標
「あらゆる世代の人が豊かな心を育んでいるまち」教育・文化

将来
目標 児童・生徒が安全で安心できる教育環境の中で、確かな学力を
身につけ、豊かな心を育んでいるまち

将来
目標 多くの市民が生涯学習に親しみ、生きがいをもって暮らしているまち

1

2

3

4

5

1

2

3

4
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将来目標を実現するための主な手段

多様な主体が参画できるスポーツ機会の創出に
より、年齢や生活環境に応じたスポーツ活動の
充実を後押しします。

スポーツ活動を通じた交流の推進により、活気
あるまちづくりを進めます。

スポーツ施設等の整備・充実により、市民が身
近な場所で快適にスポーツを楽しめる環境をつく
ります。

将来目標を実現するための主な手段

文化芸術活動の推進により、多様な文化芸術に
触れる機会の充実をめざします。

文化芸術普及活動の充実により、主体的な活動
への参加を支えます。

文化財の保存と活用により、地域の歴史や文化
を未来に伝えます。

文化施設の適切な維持管理、整備により、市民
が快適に文化芸術活動に親しむことができる環
境を整えます。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「スポーツの振興」市民満足度

週1日以上スポーツや運動をしている
市民の割合

スポーツ施設の利用者数

学校開放施設の利用者数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「文化芸術の振興」市民満足度

文化・芸術的な活動をしている市民の割合

文化施設の利用者数

スポーツの振興

文化芸術の振興

施策

3

施策

4

赤坂の舞台 伝統芸能公演

将来
目標 多くの市民がスポーツを楽しみ、健康的で活力ある生活を送っているまち

将来
目標 文化芸術が身近にあふれ、市民が生き生きと心豊かに暮らしているまち

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

農業の担い手の育成により、地域農業を支えます。

農業経営への支援により、安定的な経営基盤強
化を後押しします。

農業生産性の向上により、効率的で持続可能な
農業を後押しします。

豊川産農産物の消費拡大により、地域の農産物
の認知度を高めます。

将来目標を実現するための主な手段

工業用地の確保により、企業の立地を促進します。

企業誘致の推進により、地域経済を活性化し、
地域の働く場を確保します。

中小企業への支援により、活気ある地域産業を
支えます。

将来目標を実現するための主な手段

中小企業への支援により、企業の成長を支えます。

商業団体の育成への支援により、地域商業の活
性化をめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「農業の振興」市民満足度

新規就農者数

農用地の集積率

農業産出額

とよかわ農業市来場者数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「工業の振興」市民満足度

従業者30人以上の製造業の事業所数

従業者30人未満の製造業の事業所数

製造品出荷額等

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「商業の振興」市民満足度

「日用品などの買い物の利便性」市民満足度

店舗等の事業所数

卸売業、小売業の年間商品販売額

地域経済循環率

農業の振興

工業の振興

商業の振興

施策

1

施策

2

施策

3

政策

6
まちづくりの目標
「魅力と活力があふれているまち」産業・雇用

将来
目標 効率的かつ安定的な農業経営により、魅力とやりがいのある農業が
育っているまち

将来
目標 工業事業所が増え、盛んな経済活動により、人々の働く場が
確保されているまち

将来
目標 魅力ある商売が盛んで、市民の生活を支える商業が
充実しているまち

1

2

3

1

2

3

4

1

2



19 

将来目標を実現するための主な手段

勤労者のキャリアアップ促進により、勤労者一人ひ
とりの能力向上と専門性を高める取組を支えます。

勤労者の生活支援により、安心して働き続けら
れる環境をつくります。

中小企業の人材確保への支援により、地域産業
における雇用の場を守ります。

多様な主体の働く環境を整えることにより、市民
の充実した生活を後押しします。

将来目標を実現するための主な手段

都市機能の向上により、利便性と安全性の高い
市街地を形成します。

経済活力の向上により、中心市街地の魅力と 
価値を高めます。

にぎわいの創出により、人が集まり、交流が 
盛んなまちづくりを支えます。

将来目標を実現するための主な手段

とよかわブランドの確立により、地域の魅力を
向上し、市内外への発信力を高めます。

来訪者の受入環境の整備により、快適に滞在で
きる環境づくりを支援します。

観光おもてなし事業の拡充により、市民や事業
者と一体となった受入体制をつくります。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「雇用の安定・勤労者支援」市民満足度

企業の付加価値額

企業の従業者数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「中心市街地の活性化」市民満足度

中心市街地の通行量

地価公示価格の平均値（豊川地区）

地価公示価格の平均値（諏訪地区）

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「観光の振興」市民満足度

年間観光入込客数

年間宿泊者数

雇用の安定と勤労者支援の充実

中心市街地の活性化

観光の振興

施策

4

施策

5

施策

6

将来
目標 安定した雇用が確保され、勤労者の生活が充実しているまち

将来
目標 中心市街地が経済活動や交流の拠点として機能し、
にぎわいにあふれているまち

将来
目標 おもてなしが盛んで、交流が生み出す活気にあふれているまち

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

コミュニティ意識の啓発により、地域への関心を
高めます。

コミュニティ施設の整備により、地域の交流や
活動ができる環境を整えます。

コミュニティ活動への支援により、地域の自主
的な取組を支えます。

市民活動への支援により、自発的で多様なまち
づくりを進めます。

将来目標を実現するための主な手段

男女共同参画意識の啓発により、互いを尊重し
合う市民の意識向上を後押しします。

女性活躍推進に関する取組により、性別にかか
わらず能力を発揮しやすい機会を創出します。

男女共同参画に関する環境整備により、誰もが
安心して活躍できる地域づくりをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「地域のつきあいや人間関係」市民満足度

まちづくり活動に参加する市民の割合

町内会加入世帯数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「男女共同参画」市民満足度

固定的な性別役割分担について
見直すべきと思う人の割合

附属機関委員への女性登用率

コミュニティ活動・市民活動の推進

男女共同参画の推進

施策

1

施策

2

政策

7
まちづくりの目標
「地域と行政がしっかりと支えているまち」地域・行政

シティプロモーションの取組

将来
目標 コミュニティ活動や市民活動が、市民自らの発想や想像力を
生かして活発に行われているまち

将来
目標 市民が性別によらず支え合い、個性と能力を発揮し
活躍しているまち

1

2

3

4

1

2

3
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将来目標を実現するための主な手段

多様な人権の尊重により、誰もが大切にされ、安
心して暮らすことのできる地域づくりをめざします。

成年後見制度の利用促進により、意思決定に支
援が必要な市民が安心できる暮らしを守ります。

人権尊重意識の啓発により、人権についての正
しい知識の普及を進めます。

相談・支援事業の実施により、市民が安心して
相談できる環境を整えます。

小坂井文化センター事業の推進により、市民が
人権に関する知識や理解を深める活動を支えます。

将来目標を実現するための主な手段

多文化共生意識の醸成により、異なる文化を理
解し認め合う心を育みます。

円滑なコミュニケーションの支援により、言葉や
文化の違いによらず誰もが必要な情報を入手で
きる環境を整えます。

外国人市民の地域社会での活躍促進により、誰もが
地域の一員として活躍できる地域づくりをめざします。

将来目標を実現するための主な手段

行政情報の発信により、市民が必要な情報を入
手しやすい環境を整えます。

市民の声を把握することにより、多様な意見や
ニーズを市政に反映します。

シティプロモーションの推進により、まちへの愛
着を深めるとともに、まちの魅力を広く発信します。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「人権の尊重」市民満足度

成年後見制度に関する相談件数

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「国際交流活動・多文化共生」市民満足度

多文化共生社会に関する市民意識

外国人相談対応に対する満足度

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「市からの情報提供・公表」市民満足度

市ホームページ年間アクセス件数

SNS登録者数

人権尊重の推進

多文化共生の推進

情報発信と広聴の推進

施策

3

施策

4

施策

5

将来
目標 一人ひとりの人権が尊重され、市民が明るく心豊かな生活を
営んでいるまち

将来
目標 国籍や民族の違いによらず、市民がお互いの文化を認め合い
共生しているまち

将来
目標 市民と行政が情報を共有し、多くの市民が市政に参加しているまち

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5
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将来目標を実現するための主な手段

公共施設の多機能化、複合化により、新たな価
値を生み出します。

公共施設の長寿命化対策により、安全に利用で
きる快適な施設環境を維持します。

インフラ・プラント系公共施設の長寿命化対策
により、安定した都市機能を維持します。

将来目標を実現するための主な手段

自治体DXの推進により、行政サービスの利便
性を高めます。

地域社会DXの推進により、地域の課題を解決
し、市民の暮らしの質の向上を支えます。

将来目標を実現するための主な手段

行政サービスの向上により、市民のよりよい暮
らしを支えます。

広域連携・官民連携の推進により、地域や民間
の力を生かした効果的な行政運営を実現します。

人材の育成と適正な人員配置により、信頼され
る行政運営体制を確保します。

健全な財政運営の推進により、将来にわたって
持続可能な財政基盤を確保します。

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「公共施設の適正配置」市民満足度

「道路、橋などの適正な維持管理」
市民満足度

一般公共施設の総延べ床面積

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「行政のデジタル化」市民満足度

重要業績評価指標（KPI）

指標の内容 めざす方向

「行政サービス」市民満足度

「職員の資質向上」市民満足度

「健全な財政運営」市民満足度

実質公債費比率

公共施設の適正配置と長寿命化の推進

地域DXの推進

持続可能な行財政運営の推進

施策

6

施策

7

施策

8

将来
目標 公共施設が最適配置により、新たな価値が創出され、
多くの人に利用されているまち

将来
目標 デジタル技術の活用により、市民が暮らしの便利さを感じているまち

将来
目標 効率的で効果的な行財政運営がなされ、良質な行政サービスが
活用されているまち

1

2

3

4

1

2

1

2

3
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